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滑かつ迅速な避難のために支援を要するとして北区避難行動要支援者名簿に登録され

た荒川浸水想定区域内に住んでいる方が作成の対象です。
・ 個別避難計画の作成と、避難支援の関係者・関係機関への情報提供について、事前に

同意をいただいた場合に作成します。

なお、この計画は避難支援の可能性を向上させるものであり、計画に基づく避難支援

避難行動要支援者とそのご家族の皆様へ
・ この個別避難計画は、大規模水害（荒川氾濫）時に、自ら避難することが困難で、円

・ 個別避難計画に定める避難支援の実施については、法的責任や義務を伴うものではな

いですが、「誰ひとり取り残されない避難」を目指して、支援をお願いするものです。

ご自身や家族の安全確保も重要であるため、避難行動要支援者への支援は早めの支援

を心掛けてください。

計画の構成

高めることが重要です。

避難支援の関係者の皆様へ
・ この個別避難計画は、避難行動要支援者の個人情報が記載されているため、計画の取

り扱いには細心の注意が必要です。計画を共有されている関係者・関係機関の皆様は、

自身以外が計画を閲覧できる状態にしないよう、適切な管理をお願いします。

が必ず実施されることをお約束するものではない旨をご理解ください。
・ 作成した計画は、必要な時にすぐに確認できる場所に保管してください。
・ また、避難支援者や地域の住民と水害避難について定期的に話し合ったり、この計画

に基づく訓練と計画の見直しをしたり、避難支援者と一緒に水害避難に関する意識を

５. 計画の更新状況（P.12） …計画見直しの履歴の整理

問合せ窓口
・ 個別避難計画に関するお問合せ、計画の提出や更新などについては、以下にご連絡く

３. 避難支援者一覧（P. 8） …支援内容ごとの避難支援者とその連絡先

４. 支援に必要な情報（P. 9） …避難先までの避難行動や、避難先での留意事項

１. 本人データ（P. 1） …本計画の対象者の基礎的情報

２. 避難支援（P. 4） …避難時に、いつ、だれが、どのような支援を実施するか

ださい。
北区 福祉部 地域福祉課（北区役所第二庁舎３階）Tel:03-3908-1295
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メールアドレス

住所

生年月日
電話番号
（自宅）

避難行動要支援者名簿から記載できる箇所（個別訪問時に要確認）

1.本人データ
■要支援者の基本情報

氏名 性別 年齢

視覚 聴覚・平衡 肢体

■避難行動要支援者名簿登録指定の要件

要介護度 身体障害者手帳 障害支援区分

同居家族の
状況

同居家族以
外の関係者

同居家族以外の
関係者の状況

有 （氏名・関係性など：

無

無

父 母

愛の手帳 精神障害者
保健福祉手帳

音声・言語 内部 その他・咀嚼

子配偶者

 

有 家族
構成

）

人）

）

（ 人）
）同居家族

世帯人数
（住基）

世帯内最小年齢
（住基）

特記事項

電話番号
（携帯）

FAX

（
その他（
ペット動物（
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■緊急連絡先

1
氏名 住所

続柄 TEL

避難行動要支援者名簿から記載できる箇所（個別訪問時に要確認）

■居住情報
住居形態 構造 鉄筋、鉄骨

TEL FAX ﾒｰﾙ

FAX ﾒｰﾙ

2
氏名 住所

続柄

戸建て 集合住宅 木造

家屋倒壊等
氾濫想定区域

■利用中の福祉・介護サービス等
№ サービスの種別 福祉・介護サービス事業者等

区域内

水害リスクのある河川 荒川

最大想定浸水深

浸水継続時間

建物階数 居住階

エレベータの有無 居住場所の見取り図（寝室や普段過ごしている部屋等）有 無

階建て

m cm

3

4

電話番号（事業者）

1

2

9

10

7

8

5

6

区域外

階
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2

1

避難行動要支援者名簿から記載できる箇所（個別訪問時に要確認）

■かかりつけ医
№ 診療科目 疾患名 服薬内容（概要） 医療機関名 電話番号

5

4

3

警察署 消防署

【参考】避難支援等関係者ごとの名簿活用方針（平常時）

平常時の活用方針

避難支援等関係者

警
察
署

消
防
署

（

町
会
・
自
治
会
）

■避難行動要支援者名簿提供者

地域振興室 町会・自治会

民生委員 高齢者あんしんセンター

ハザードマップを用いた災害リスクの確認 〇 〇 〇

〇

顔の見える関係づくり 〇 〇 〇

自
主
防
災
組
織

児
童
委
員

民
生
委
員
・

セ
ン
タ
ー

高
齢
者
あ
ん
し
ん

地域の要支援者の把握 〇 〇 〇 〇

地域の防災訓練への参加の呼びかけ 〇 〇 〇

避難計画（個別避難計画やマイ・タイムライン）
の作成について周知・協力

〇 〇 〇

〇 〇 〇

避難時に持っていく物等の準備を促進 〇 〇 〇

大規模水害時の避難について事前の話し合い
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誰に

誰が

2.避難支援方針
■避難行動と必要な支援に関する事項

①避難準備の連絡

いつ
（例）区から早めの避難呼びかけがされたとき

（事業者名等：
本人

）

連絡手段

電話

誰に

②避難開始の連絡

いつ
（例）区から「要支援者避難開始」が発表されたとき

誰が

連絡手段

電話
FAX

（ ）

家族・知人 その他
（氏名等： （氏名等：

本人

事業者
（事業者名等：

区職員
（部署等：

その他
（氏名等：

家族・知人
（氏名等： ）

事業者 その他
（事業者名等： （氏名等：

家族・知人 区職員
（氏名等： （部署等：）

その他

（ ）

メール
訪問 （

事業者
（氏名等： （事業者名等：）

訪問
その他

（ ）
（

FAX
メール

（ ）
（ ）

）

） ）

）

） ）

家族・知人
（氏名等：

事業者

その他
（氏名等：

（氏名等：

）

） ）

）

） ）

）
（ ）

）

（ ）
（ ）

【参考】連絡の流れ（例）

北区
早めの避難呼びかけ
・メール
・電話（SMS） など

家族・知人
（支援者）

避難準備の連絡
連絡手段

・電話 ・FAX ・メール ・訪問 ・その他
事業所

（支援者）

本人

本人
又は家族

北区

誰に誰が
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i

③避難の開始

どこへ避難
（避難先）

避難先①

避難先②

発令主体

5 災害発生 命の危険 緊急安全確保 区
または切迫 直ちに安全確保！

※ 福祉避難所は、本人と支援者１名の受け入れとなります。
それ以外の方は、高台の避難所への避難をお願いします。

【参考】発令される避難情報
警戒レベル 状況 区民がとるべき行動 避難情報等

誰と一緒に
避難するのか

合計

−
災害の

おそれあり

要支援者への避難の呼びかけ

要支援者避難開始 区（独自）
要支援者への避難支援
要配慮者利用施設の

避難行動実施

3 災害の 危険な場所から
高齢者等避難 区

おそれあり 高齢者等は避難

〜〜〜＜警戒レベル４までに必ず避難！＞〜〜〜

4 災害の 危険な場所から
避難指示 区

おそれ高い 全員避難

1 今後気象状況悪化 災害への心構えを高める 早期注意情報 気象庁
のおそれ

2 気象状況悪化 自らの避難行動を確認
大雨・洪水・

気象庁
高潮注意報

家族・知人等
1 人

人
本人

）
車いすを使用して避難する

）

どうやって
避難

（避難手段）

○避難先への
 移動手段

○車両に必要な機能

車両の手配車両の運転○支援者に求める
 支援内容

○必要な移動補助具 不要

その他の方
事業者

）人 （
人 （

その他（
車いすを押してもらう一緒に歩く

歩行器 車いす

）
）

公共交通機関を使用して避難する（
その他（

）

）

杖

徒歩で避難する
車両を使用して避難する（

）
人 （ ）

通常車両のいすで乗車が可能
車いすのまま乗車ができること
ストレッチャーのまま乗車ができること
その他（

車両や公共交通機関への乗り降り補助
車両や公共交通機関で避難先へ同行
その他（
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■自宅から避難所までの経路
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食事関連
（特定の食事や食
事の際に必要な

もの等）

常用薬など    おくすり手帳

■避難する際に必要な持ち物

避難先でも
必要な医療
機器・器具

  

  

  

  

  

     

   現金   

衣類関連

その他
必要なもの

救急・衛生
関連

   消毒液・傷薬   

生活関連
（避難先での生活
や排泄等に必要な

もの等）      

     

     

  

     

  

     

   健康保険証（受給者証を含む）   

  

  

     

     

   着替え・タオル   

     

   マスク・アルコール消毒   

   包帯・ガーゼ   

   通帳・印鑑   

   食品    身分証

   水   

【参考】
左図の「要配慮者のいる家庭で用
意するもの」を参考に最低３日分
ご準備ください。
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声かけ支援 住所または所在地：

電話番号：

3.避難支援者一覧

支援項目 避難支援者

住所または所在地：

電話番号：

避難先での
支援

住所または所在地：

電話番号：

移動同行支援 住所または所在地：

電話番号：

避難準備
手伝い支援

住所または所在地：

電話番号：

メール：

所属（事業者名）： 氏 名：

メール：

所属（事業者名）： 氏 名：

移動同行支援 避難する際に車両に同行し、乗降等の介助を行う。

避難先での支援

避難先に到着後、避難生活を送る際にあたって必要な情報を避難先の運営
者等と共有や引き継ぎを行う。
もしくは、個別避難計画の情報に基づき、避難先での避難生活を支援す
る。

メール：

所属（事業者名）： 氏 名：

所属（事業者名）： 氏 名：

メール：

所属（事業者名）： 氏 名：

メール：

メール：

所属（事業者名）： 氏 名：

【参考】支援項目と支援内容

支援項目 支援内容

声掛け支援
台風が接近したら区から発表される避難所開設情報や、高齢者等避難情報
を伝達し、避難を促す。

避難準備
手伝い支援

区から情報を得たら、本人宅に行き、避難の際に必要な物資や医療器具等
をまとめることを手伝う。

住所または所在地：

電話番号：
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3 食事形態

点滴静脈注射

2
医療的
ケア

■身体的留意事項（寝たきり等介護の注意点・障害の内容・その他医療的ケア等）
№ 項目 注意点・留意事項

1
身体的
ケア等

口話

4.支援に必要な情報
■コミュニケーションに関する留意事項

自由記述（ ）

パニックを起こす可能性がある

自由記述（ ）

自由記述（

4 アレルギー
自由記述（ ）

自由記述（ ）

筆談 文字盤

大きな声でゆっくり話せば会話が可能

自由記述（

手話

）

車いす ）

寝たきりで座位が困難

自力での歩行が困難

（ 杖 歩行器 その他（

常に誰かが見守っている必要がある 認知症がある

）

人工呼吸器

留置カテーテル 透析 感染症等（

在宅酸素療法

中心静脈栄養経鼻栄養胃ろう

吸引器気管切開

自由記述（ ）

介護食が必要 治療食が必要 胃ろう

）

ケアの継続に電源が必要

自由記述（ ）

自由記述（ ）

食物アレルギーのため、食事に配慮が必要

アレルギー反応により喘息等が発生する可能性がある

食事を避難先に持っていくことができない

自由記述（ ）

アレルギー食材等

（ ）
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7 その他

■情報入手に関する留意事項

■避難タイミングの判断に関する留意事項

6
周囲との
関わり

№ 項目 注意点・留意事項

5 排泄

不特定多数がいる状況には不安がある

おむつや防水シートなどが必要 トイレへ行くには付添いが必要

）

自由記述（ ）

ストーマをつけているバリアフリートイレが必要

自由記述（

自由記述（

自由記述（

■避難準備に関する留意事項

）

）

普段と異なる環境には不安がある

知らない人とはコミュニケーションが取れず、家族や支援者が常に付き添っ

ている必要がある

知らない人とは部屋を分ける必要がある
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■避難先での生活に関する留意事項

■その他特記事項

【参考】日頃の備えをしましょう

【参考】情報伝達の方法
 区は、北区メールマガジンや北区ホームページ、防災行政無線による放送、北区公式Twitter・
Facebook・LINEへの情報掲載、緊急速報メール（エリアメール）などの様々な手段により、防
災情報等を伝達します。自身が使える情報収集の手段を確認しておき、災害発生が予想される際
には、可能な限り積極的な情報収集をお願いします。

！日頃の備えが大事です！

水害時は高台への避難を想定
していますが、万が一、自宅
やお住まいのマンションの上
階で避難することになった場
合、長期間滞在することも想
定されます。
万が一に備え、防災対策を行
い、備蓄は多めに準備してお
く等、日頃から防災意識をも
ち、いざという時に備えてく
ださい。
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年 月

日

年

5.計画の更新状況
実施年月日 記入者 更新内容（概要）

日

年 月

月年

   この計画の実施は関係者自身の安全が前提であるため、計画の作成により災害時の避難支援が
  必ずなされることをお約束するものではなく、関係者は法的な責任や義務を負うものではないこ
  とについて了承します。

     年    月    日

氏名（自著）                                        

代理署名                      （本人との関係）          

同意について
  本個別避難計画の内容について確認し、避難支援の実施に必要な範囲で、平常時から避難支援
  に携わる関係者・関係機関へ本計画を提供することに同意します。

年 月 日

年 月 日

日

年 月 日

月 日

年 月 日
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